
鷺
森
別
院
で
は
１
９
９
０
年

（
平
成
２
）
４
月
21
、
22
両
日
、

「
顕
如
上
人
四
百
回
忌
法
要
・

紀
州
門
徒
殉
難
者
総
追
悼
法
要
」

を
勤
め
た
が
、
そ
の
法
要
の
記

念
事
業
と
し
て
本
堂
再
建
計
画

を
策
定
。
戦
後
間
も
な
い
１
９

４
８
年
（
昭
和
23
）
に
建
て
ら

れ
た
当
時
の
本
堂
の
老
朽
化
を

考
慮
し
て
の
再
建
計
画
だ
っ
た
。

計
画
は
多
く
の
方
々
の
懇
念

に
よ
っ
て
実
を
結
び
、
１
年
７

カ
月
の
工
事
期
間
を
経
て
、
１

９
９
４
年
（
平
成
６
）
10
月
４

日
に
現
本
堂
が
竣
工
。
総
工
費

は
、
附
属
建
物
を
含
め
９
億
５

１
８
８
万
１
６
３
８
円
と
い
う

大
事
業
だ
っ
た
。

竣
工
翌
年
の
１
９
９
５
年

（
平
成
７
）
４
月
８
、
９
両
日

に
は
、
大
谷
光
真
門
主
（
現
前

こ
う
し
ん

門
さ
ま
）
ご
親
修
に
よ
る
本
堂

落
成
慶
讃
法
要
を
勤
修
。

竣
工
か
ら
22
年
経
っ
た
２
０

１
６
年
（
平
成
28
）
５
月
15
日

に
は
「
本
堂
再
建
20
周
年
記
念

法
要
」
を
お
勤
め
し
た
。

そ
し
て
竣
工
か
ら
30
周
年
を

迎
え
た
昨
年
の
大
法
要
は
、
親

鸞
聖
人
が
ご
誕
生
さ
れ
て
８
０

０
年
、
浄
土
真
宗
を
開
か
れ
て

８
５
０
年
と
い
う
大
き
な
節
目

に
、
鷺
森
別
院
本
堂
に
お
参
り

し
、
共
に
お
念
仏
の
教
え
を
聞

く
こ
と
の
で
き
る
尊
さ
を
改
め

て
実
感
す
る
ご
縁
と
な
っ
た
。

10
月
15
～
16
日

龍
谷
会
（
大

谷
本
廟
報
恩
講
法
要
）

11
月
22
～
23
日

秋
の
法
要

（
全
国
門
徒
総
追
悼
法
要
）

12
月
20
日

御
煤
払

12
月
31
日

除
夜
会

１
月
１
日

元
旦
会
・
修
正
会

え

し
ゅ

し
ょ
う

え

１
月
８
日

大
御
身
（
親
鸞
聖

お
お

ご

し
ん

人
御
真
影
の
御
身
拭
い
式
）

ご

し
ん

ね
い

お

み

ぬ
ぐ

１
月
９
日
～
16
日

御
正
忌
報

恩
講
法
要

２
月
７
日

如
月
忌
（
九
條
武

子
さ
ま
の
祥
月
命
日
法
要
）

３
月
17
～
23
日

春
季
彼
岸
会

10
月
２
日

ビ
ハ
ー
ラ
サ
ロ
ン

10
月
６
日

勤
式
講
習
会
（
一

般
寺
院
の
報
恩
講
に
用
い
る
勤

行
…
三
奉
請
、
先
請
伽
陀
、
四

句
念
仏
、
回
向
な
ど
）

10
月
30
日

近
畿
地
区
仏
教
婦

人
会
大
会
（
和
歌
山
城
ホ
ー
ル
）

11
月
10
日

布
教
団
連
続
法
座

12
月
４
日

ビ
ハ
ー
ラ
サ
ロ
ン

１
月
17
～
18
日

第
３
連
区
仏

教
壮
年
会
セ
ミ
ナ
ー

１
月
24
～
25
日

仏
教
青
年
連

盟
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
（
白

浜
・
ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
）

１
月
29
日

布
教
団
連
続
法
座

２
月
５
日

ビ
ハ
ー
ラ
サ
ロ
ン

９
月
29
～
30
日

念
仏
奉
仕
団

（
西
本
願
寺
）

10
月
７
・
14
・
21
日
、
11
月
４
・

11
・
18
日

「
お
寺
へ

イ
コ
ー

ラ
ス
♪
」
歌
唱
練
習
（
念
誓
寺
）

12
月
６
日

実
践
運
動
「
人
権

啓
発
推
進
僧
侶
寺
族
研
修
会
」
・

組
内
会
（
鷺
森
別
院
）

12
月
20
日

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

12
月
と
３
月

実
践
運
動
「
お

供
え
の
お
す
そ
わ
け
」

12
月
14
日

組
内
会
（
正
善
寺
）

１
月
ま
た
は
２
月

実
践
運
動

「
人
権
啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会
」

（
鷺
森
別
院
）

12
月
上
旬

僧
侶
研
修
会

12
月
８
～
９
日

第
５
回
念
仏

奉
仕
団
（
西
本
願
寺
）

１
月
24
日

人
権
啓
発
僧
侶
・

寺
族
研
修
会
（
西
法
寺
）

未
定

寺
族
女
性
会
研
修
会
、

総
代
会
研
修
会
、
仏
壮
会
研
修

会
、
念
仏
奉
仕
団

10
月
22
日

寺
族
女
性
会
研
修

会
（
京
都
市
）

10
月

勤
式
講
習
会
（
光
円
寺
）

12
月

組
内
会
（
光
円
寺
）

１
～
３
月
の
間

人
権
啓
発
僧

侶
研
修
会
（
光
円
寺
）

12
月
６
日

組
内
会

未
定

実
践
運
動
「
人
権
啓
発

推
進
僧
侶
寺
族
研
修
会
」

９
月
17
日

第
９
期
連
続
研
修

会
②
（
寳
林
寺
）

未
定

僧
侶
・
寺
族
研
修
会

（
会
場
未
定
）

２
月

実
践
運
動
推
進
委
員
会

（
４
月
４
日
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
実

施
の
た
め
の
準
備
委
員
会
）

10
月
６
日

組
報
編
集
会
議

（
善
宗
寺
）
11
月
１
日
発
行
号

12
月
14
日

真
宗
法
座
（
蓮
専
寺
）

12
月
20
日

組
内
会
（
教
專
寺
）

２
月
２
日

組
報
編
集
会
議

（
３
月
１
日
発
行
号
）

２
月
14
日

組
内
会
、
実
践
運

動
推
進
僧
侶
委
員
会
（
専
福
寺
）

３
月
７
日

実
践
運
動
委
員
会

（
妙
願
寺
）

３
月
28
日

組
会
（
長
覚
寺
）

10
月
９
～
10
日

第
11
回
門
徒

総
代
会
念
仏
奉
仕
団
（
西
本
願

寺
）

未
定

門
徒
総
代
会
研
修
（
報

恩
講
参
拝
）

(1) 2025年(令和7年)10月1日 第136号 第136号 2025年(令和7年)10月1日 (12)
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〈
⑥
⑦
面
に
特
集
記
事
〉

10
～
3
月
の
催
し

和
歌
山
教
区

教
区
内
各
組

本

山

「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教

開

宗
８
０
０
年
慶

讃
法

り
っ
き
ょ
う
か
い
し
ゅ
う

き
ょ
う
さ
ん

要

本
願
寺
鷺
森
別
院
本
堂
再
建
30
周
年
記
念
法
要
」
が
昨
年
11
月
24
、

25
両
日
、
鷺
森
別
院
本
堂
で
勤
修
さ
れ
た
。
両
日
と
も
一
座
の
法
要

の
ほ
か
、
記
念
講
演
、
帰
敬
式
な
ど
に
多
く
参
拝
者
が
集
っ
た
。

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要本堂再建30周年記念法要

■
常
例
法
座

10
月
15
、
16

日
＝
森
祐
真
師
（
豊
中
市
岡
町

北
・
浄
久
寺
）
。
11
月
15
、
16

日
＝
安
堂
芳
雅
師
（
宇
治
市
木

幡
北
畠
・
西
光
寺
）
。
12
月
15
、

16
日
＝
藤
澤
彰
祐
師
（
東
近
江

市
甲
津
畑
町
・
淨
光
寺
）
。
２

０
２
６
年
（
令
和
８
）
１
月
15
、

16
日
＝
佐
々
木
紀
彦
師
（
有
田

郡
有
田
川
町
吉
原
・
敎
念
寺
）
、

２
月
15
、
16
日
＝
井
上
浩
義
師

（
兵
庫
県
加
古
川
郡
播
磨
町
吉

田
・
正
願
寺
）
、
３
月
15
、
16

日
＝
荒
木
い
ず
み
師
（
奈
良
県

吉
野
郡
大
淀
町
大
岩
・
西
照
寺
）
。

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

お
勤
め
、
引
き
続
き
３
時
ご
ろ

ま
で
法
話
を
聴
聞
す
る
。

■
報
恩
講

11
月
24
～
28
日
、

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
祥
月
命
日
を

ご
縁
と
し
て
恒
例
の
報
恩
講
を

本
堂
で
お
勤
め
す
る
。

法
要
は
27
日
ま
で
は
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
28
日
は
午
前
10

時
か
ら
。
お
勤
め
に
引
き
続
き
、

大
野
孝
顕
師
（
大
阪
市
北
区
中

崎
西
・
正
宣
寺
）
の
法
話
を
聴

聞
す
る
。

27
日
は
教
区
布
教
団
主
催
の

通
夜
布
教
。
教
区
内
か
ら
布
教

使
数
人
が
出
講
し
、
翌
午
前
零

時
ご
ろ
ま
で
法
話
の
リ
レ
ー
。

24
日
と
27
日
は
、
和
歌
山
組

仏
教
婦
人
会
連
盟
が
「
ダ
ー
ナ

活
動
」
で
手
作
り
し
た
日
用
雑

貨
な
ど
を
販
売
。

各
教
化
団
体
の
参
拝
奨
励
日

は
24
日
＝
寺
族
女
性
会
、
25
日

＝
仏
教
壮
年
会
、
26
日
＝
門
徒

総
代
会
、
27
日
＝
仏
教
婦
人
会
、

28
日
＝
門
徒
推
進
員
。

■
元
旦
会

２
０
２
６
年

え

（
令
和
８
）
１
月
１
日
、
元
旦

会
を
本
堂
で
。
午
前
７
時
か
ら

正
信
念
仏
偈
を
行
譜
で
お
勤
め

し
、
輪
番
が
年
頭
あ
い
さ
つ
。

■
春
季
彼
岸
会

２
０
２
６

年
（
令
和
８
）
３
月
20
日
、
本

堂
で
。
午
後
１
時
30
分
か
ら
仏

説
阿
弥
陀
経
を
お
勤
め
し
、
引

き
続
き
永
原
智
行
師
（
日
高
郡

由
良
町
・
教
專
寺
）
が
法
話
。

（
本
願
寺
鷺
森
別
院

和
歌

山
市
鷺
森
１
番
地

電
話
０
７

３
―
４
２
２
―
４
６
７
７
）

■
常
例
法
座

10
月
15
、
16

日
＝
森
祐
真
師
（
豊
中
市
岡
町

北
・
浄
久
寺
）
。
２
０
２
６
年

（
令
和
８
）
１
月
15
、
16
日
＝

佐
々
木
紀
彦
師
（
有
田
郡
有
田

川
町
吉
原
・
敎
念
寺
）
。
い
ず

れ
も
午
後
１
時
か
ら
本
堂
で
お

勤
め
、
引
き
続
き
２
時
15
分
ま

で
法
話
。

■
報
恩
講

12
月
５
日
か
ら

７
日
の
３
日
間
、
恒
例
の
報
恩

講
を
本
堂
で
。
お
勤
め
は
午
後

１
時
30
分
か
ら
。
引
き
続
き
、

長
谷
川
義
則
師
（
海
南
市
名
高
・

安
養
寺
）
の
法
話
を
聴
聞
す
る
。

■
除
夜
会
・
元
旦
会

12
月

31
日
、
午
後
11
時
30
分
か
ら
除

夜
会
を
本
堂
で
お
勤
め
。
年
が

明
け
た
２
０
２
６
年
（
令
和
８
）

１
月
１
日
午
前
零
時
ご
ろ
か
ら

元
旦
会
を
お
勤
め
し
、
輪
番
が

年
頭
あ
い
さ
つ
。

■
春
季
彼
岸
会
・
御
坊
市
日
高

郡
戦
傷
病
没
者
追
悼
法
要

２

０
２
６
年
（
令
和
８
）
３
月
17

日
、
春
季
彼
岸
会
を
本
堂
で
。

午
後
１
時
か
ら
仏
説
阿
弥
陀
経

を
お
勤
め
し
、
２
時
15
分
ま
で

職
員
が
法
話
。
例
年
と
同
じ
く

「
御
坊
市
日
高
郡
戦
傷
病
没
者

追
悼
法
要
」
を
併
修
す
る
。

（
本
願
寺
日
高
別
院

御
坊

市
御
坊
１
０
０
番
地

電
話
０

７
３
８
―
２
２
―
０
５
１
８
）

鷺
森
別
院
の
催
し

日
高
別
院
の
催
し

和

歌

山

組

※
会
場
は
記
載
が
な
い
か
ぎ
り
鷺
森
別
院
で
す
。

和
歌
山
東
組

和
歌
山
西
組

和
歌
山
北
組

海

南

組

海

草

組

伊

那

組

有

賀

組

有

田

南

組

日

高

組

紀

南

組2026年（令和7）8月6日から13日の

記録的大雨により、浄土真宗本願寺

派でも熊本別院や一般寺院46カ寺

（熊本41・山口3・鹿児島2）、100カ

寺から報告のあった門信徒宅などで

雨漏り・床上浸水・土砂流入などの

被害が出ている。このため宗派では

義援金を募っている。鷺森別院や各

寺院にお寄せいただくか、下記の口

座宛てにお送りください。

【郵便振替】01000-4-69957、加入

者名＝たすけあい募金。
【銀行振込】ゆうちょ銀行一〇九

イチゼロキュウ

店、（当座）0069957、名義＝たすけ

あい募金。

※郵便振替、銀行振込とも、通信

欄に「令和7年8月豪雨 災害義援金」

とご記入ください。

【問い合わせ】本山社会部〈災害

対策担当〉、電話075（371）5181。

升巴輪番が導師を務め内陣と余間に17人が出勤、雅楽も入り盛大に勤められた初日の法要

令和７年８月豪雨
災害義援金にご協力ください

さ
い
こ
ん



２
０
２
４
年
３
月
15
日

鈴
木
一
世
（
和
歌
山
組
念
誓
寺
）

２
０
２
４
年
６
月
15
日

薗
田
香
誠
（
和
歌
山
組
妙
慶
寺
）

２
０
２
４
年
12
月
15
日

津
村
晃
照
（
加
茂
組
西
福
寺
）

野
口
亜
由
美
（
紀
南
組
光
顔
寺
）

２
０
２
５
年
２
月
15
日

島
本
裕
里
（
和
歌
山
西
組
覚
圓

寺
）

２
０
２
５
年
３
月
15
日

雜
賀
ひ
か
り
（
和
歌
山
組
円
明

寺
）

２
０
２
５
年
６
月
15
日

西
川
弥
生
子
（
和
歌
山
北
組
真

稱
寺
）

畠
中
希
衣
（
海
南
組
光
澤
寺
）

２
０
２
３
年
５
月
19
日

西
川
茉
莉
子
（
和
歌
山
北
組
真

稱
寺
）

２
０
２
３
年
９
月
26
日

中
岡
俊
晃
（
海
南
組
願
成
寺
）

２
０
２
４
年
２
月
28
日

西
殿
恵
美
子
（
和
歌
山
組
西
正

寺
）

２
０
２
４
年
５
月
８
日

楠
山
顕
也
（
御
坊
組
浄
専
寺
）

２
０
２
４
年
７
月
12
日

山
髙
貢
平
（
伊
那
組
玉
川
寺
）

２
０
２
５
年
２
月
21
日

中
原
優
（
有
田
北
組
教
蓮
寺
）

梶
信
敬
（
紀
南
組
正
念
寺
）

２
０
２
５
年
６
月
４
日

亀
井
大
慈
（
日
高
組
長
覚
寺
）

鷲
山
和
希
（
和
歌
山
組
西
慶
寺
）

２
０
２
５
年
６
月
26
日

鈴
木
一
世
（
和
歌
山
組
念
誓
寺
）

南
方
杏
美
（
和
歌
山
組
西
慶
寺
・

衆
徒
）
２
０
２
２
年
３
月
20
日

志
賀
道
弥
（
加
茂
組
浄
満
寺
・

衆
徒
）
２
０
２
３
年
５
月
３
日

仲
河
三
郎
（
海
草
組
称
名
寺
・

衆
徒
）
２
０
２
３
年
６
月
３
日

岩
清
水
茂
子
（
海
草
組
西
方
寺
・

前
坊
守
）
２
０
２
３
年
10
月
19
日

玉
川
芳
子
（
加
茂
組
德
願
寺
・

前
坊
守
）
２
０
２
３
年
12
月
２
日

中
川
睦
子
（
有
賀
組
安
樂
寺
・

坊
守
）
２
０
２
３
年
12
月
20
日

脇
坂
淑
子
（
和
歌
山
西
組
光
源

寺
・
前
坊
守
）
２
０
２
４
年
１

月
29
日

齋
藤
賢
子
（
加
茂
組
青
蓮
寺
・
前

坊
守
）
２
０
２
４
年
２
月
16
日

島
和
也
（
和
歌
山
組
西
覺
寺
・

衆
徒
）
２
０
２
４
年
３
月
８
日

山
髙
ヱ
ツ
子
（
伊
那
組
玉
川
寺
・

坊
守
）
２
０
２
４
年
３
月
29
日

佐
々
木
智
亮
（
紀
南
組
専
光
寺
・

坊
守
）
２
０
２
４
年
４
月
１
日

園
秀
宣
（
加
茂
組
西
方
寺
・

住
職
）
２
０
２
４
年
４
月
23
日

藤
範
千
鶴
子
（
和
歌
山
北
組
照

福
寺
・
坊
守
）
２
０
２
４
年
６

月
26
日

吾
勝
ア
ツ
子
（
加
茂
組
眞
教
寺
・

坊
守
）
２
０
２
４
年
６
月
27
日

山
本
勝
人
（
和
歌
山
北
組
浄
永

寺
・
前
々
住
職
）
２
０
２
４
年

７
月
14
日

平
林
幸
惠
（
有
田
南
組
福
藏
寺
・

前
坊
守
）
２
０
２
４
年
８
月
11
日

津
村
清
信
（
和
歌
山
組
浄
専
寺
・

住
職
）
２
０
２
４
年
９
月
19
日

西
村
真
一
（
有
田
南
組
證
大
寺
・

住
職
）
２
０
２
４
年
11
月
２
日

三
原
義
弘
（
御
坊
組
浄
国
寺
・
前

住
職
）
２
０
２
４
年
11
月
18
日

篠
原
洋
子
（
御
坊
組
三
明
寺
・

坊
守
）
２
０
２
５
年
１
月
２
日

寺
本
澄
子
（
加
茂
組
教
徳
寺
・

前
坊
守
）
２
０
２
５
年
２
月
２
日

三
枝
正
憲
（
有
賀
組
円
照
寺
・

住
職
）
２
０
２
５
年
３
月
11
日

岡
村
紗
綺
子
（
海
南
組
遍
照
寺
・

坊
守
）
２
０
２
５
年
３
月
15
日

川
瀨
良
子
（
海
南
組
教
専
寺
・

衆
徒
）
２
０
２
５
年
３
月
22
日

中
谷
眞
作
代
（
和
歌
山
西
組
正

立
寺
・
坊
守
）
２
０
２
５
年
４

月
１
日

亀
井
喜
美
子
（
有
田
北
組
西
光

寺
・
坊
守
）
２
０
２
５
年
４
月

５
日

寺
本
美
子
（
加
茂
組
教
徳
寺
・

坊
守
）
２
０
２
５
年
４
月
７
日

笠
井
智
量
（
加
茂
組
光
福
寺
・

前
住
職
）
２
０
２
５
年
４
月
８
日

田
中
直
人
（
海
南
組
元
正
寺
・

住
職
）
２
０
２
５
年
６
月

得
中
克
子
（
和
歌
山
組
称
名
寺
・

前
住
職
）
２
０
２
５
年
７
月
22
日

生
前
の
ご
活
躍
ご
尽
力
に
感

謝
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
敬
弔
の

意
を
表
し
ま
す
。

新
職
員

▽
２
０
２
４
年
４

月
１
日
付
＝
下
間
優
樹
（

歳
、

し
も
つ
ま
ゆ
う

き

和
歌
山
東
組
信
楽
寺
衆
徒
）
＝

常
勤
職
員
。
「
い
つ
も
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま

と
共
に
和
歌
山
教
区
の
活
性
化

の
た
め
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
私
は

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
野
球
を

し
て
お
り
、
現
在
は
〝
チ
ー
ム

さ
ぎ
の
も
り
〟
と
い
う
和
歌
山

教
区
寺
族
青
年
連
盟
の
野
球
チ
ー

ム
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
」
。

▽
２
０
２
４
年
８
月
１
日
付

＝
近
藤
生
信
（

歳
、
有
田
北

こ
ん
ど
う
せ
い
し
ん

組
松
林
寺
衆
徒
）
＝
常
勤
職
員
。

「
１
年
３
カ
月
勤
務
し
た
四
州

教
区
教
務
所
・
本
願
寺
塩
屋
別

院
・
本
願
寺
高
知
別
院
か
ら
異

動
と
な
り
ま
し
た
。
有
田
川
町

に
あ
る
お
寺
で
生
ま
れ
育
ち
、

鷺
森
別
院
は
幼
少
期
か
ら
住
職

で
あ
る
父
に
連
れ
ら
れ
参
拝
し

た
り
、
行
事
に
参
加
し
た
り
と

ご
縁
の
深
い
場
所
で
す
。
そ
ん

な
ご
縁
の
あ
る
別
院
に
奉
職
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
宗
務
に

励
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
。

▽
２
０
２
５
年
９
月
１
日
付

＝
藤
井
諦
伸
（

歳
、
海
草
組

ふ
じ

い

た
い
し
ん

西
方
寺
衆
徒
）
＝
常
勤
職
員
。

「
８
月
末
ま
で
築
地
本
願
寺
に

４
年
５
カ
月
奉
職
し
て
お
り
ま

し
た
。
築
地
で
は
別
院
業
務
と

し
て
伝
道
企
画
部
情
報
シ
ス
テ

ム
担
当
で
４
年
、
法
要
行
事
部

で
２
カ
月
間
ほ
ど
仕
事
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
趣
味
は
ラ
イ
ブ

鑑
賞
、
映
画
鑑
賞
で
す
が
、
最

近
は
ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。

教
務
所
業
務
は
初
め
て
で
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
。

退
職

▽
２
０
２
４
年
３
月

日
付
＝
神
谷

暁

生
（
紀
南

か
み

や

ぎ
ょ
う
せ
い

組
勝
徳
寺
住
職
）
＝
契
約
職
員
。

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
２

年
間
勤
務
し
た
。

▽
２
０
２
５
年
３
月
31
日
付

＝
稲
田
唯
純
（
奈
良
教
区
吉
野

い
な

だ

た
だ
よ
し

北
組
立
興
寺
衆
徒
）
＝
常
勤
職

員
。
２
０
２
３
年
４
月
１
日
か

ら
２
年
間
勤
務
し
た
。

再
入
職

▽
２
０
２
５
年
２

月
７
日
付
＝
横
出
顕
悟
（

歳
、

よ
こ

で

け
ん

ご

和
歌
山
北
組
教
願
寺
衆
徒
）
＝

非
常
勤
職
員
。
２
０
２
２
年
12

月
21
日
か
ら
２
０
２
４
年
３
月

31
日
ま
で
１
年
３
カ
月
余
り
勤

務
し
退
職
し
た
が
、
再
入
職
。

異
動

▽
２
０
２
５
年
７
月

１
日
付
＝
花
田
和
樹
（

歳
、

は
な

だ

か
ず

き

海
草
組
教
了
寺
住
職
）
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所
寺
院
活

動
支
援
部
へ
（
事
務
職
員
）
。

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
１

年
３
カ
月
間
、
日
高
別
院
副
輪

番
・
認
定
子
ど
も
園
御
坊
幼
稚

園
園
長
・
和
歌
山
教
区
教
務
所

事
務
職
員
・
鷺
森
別
院
一
般
職

員
を
務
め
た
。

あ
る
秋
晴
れ
の
日
、
若
葉
は

わ
か

ば

純

真
に
案
内
さ
れ
て
初
め
て

じ
ゅ
ん
し
ん

お
寺
の
本
堂
に
入
っ
た

―
。

純
真

こ
ち
ら
が
ご
本
尊
の

阿
弥
陀
さ
ま
だ
よ
。

若
葉

お
ぉ
、
初
め
て
見
ま

し
た
け
ど
ピ
カ
ピ
カ
で
す
ね
。

純
真

ぼ
く
た
ち
を
光
で
包

み
込
ん
で
く
れ
て
い
る
仏
さ
ま

だ
か
ら
ね
。
そ
れ
と
真
横
か
ら

見
る
と
分
か
る
ん
だ
け
ど
、
実

は
少
し
前
に
傾
い
て
る
ん
だ
。

若
葉

え
っ
、
直
さ
な
く
て

い
い
ん
で
す
か
？

純
真

大
丈
夫
、
老
朽
化
し

て
傾
い
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
か

ら
（
笑
）
。
と
こ
ろ
で
、
も
し

若
葉
さ
ん
の
と
っ
て
も
大
切
な

人
が
崖
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
っ

て
い
た
ら
ど
う
す
る
か
な
？

若
葉

そ
り
ゃ
「
危
な
い
！
」

と
言
っ
て
捕
ま
え
ま
す
よ
。

純
真

そ
う
だ
よ
ね
。
阿
弥

陀
さ
ま
か
ら
し
た
ら
ぼ
く
た
ち

は
心
配
で
心
配
で
仕
方
が
な
い

存
在
な
ん
だ
。
こ
の
前
「
本
願
」

の
話
を
し
た
け
ど
、
阿
弥
陀
さ

ま
は
そ
ん
な
危
な
っ
か
し
い
ぼ

く
た
ち
を
な
ん
と
か
救
い
た
い

と
願
わ
れ
て
、
願
わ
れ
る
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
今
ま
さ
に
救
い
取

ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前

の
め
り
の
お
姿
は
そ
の
こ
と
を

表
し
て
く
だ
さ
っ
て
る
ん
だ
よ
。

若
葉

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

で
も
阿
弥
陀
さ
ま
の
願
い
っ
て

具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
な
ん

で
す
か
？

ち
な
み
に
私
の
願

い
と
い
え
ば
テ
ス
ト
で
い
い
点

が
取
れ
ま
す
よ
う
に
か
な
。
だ
っ

て
最
近
お
母
さ
ん
が
「
し
っ
か

り
勉
強
し
な
さ
い
！
」
っ
て
う

る
さ
い
ん
で
す
よ
。

純
真

そ
う
な
ん
だ
…
ぼ
く

た
ち
の
願
い
の
場
合
は
、
や
っ

ぱ
り
自
分
が
中
心
に
な
る
よ
ね
。

自
分
の
願
望
を
か
な
え
る
た
め

だ
っ
た
り
、
自
分
に
何
か
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
り
。

若
葉

あ
っ
、
確
か
に
そ
う

で
す
ね
。

純
真

阿
弥
陀
さ
ま
の
場
合

は
、
ご
自
分
の
こ
と
を
中
心
に

さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
ぼ
く

た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
ら

れ
た
願
い
な
ん
だ
。
ち
ょ
っ
と

難
し
い
表
現
に
な
る
け
ど
、

「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
浄

土
と
い
う
さ
と
り
の
世
界
に
生

ま
れ
さ
せ
て
、
仏
に
さ
せ
る
」

と
い
う
願
い
な
ん
だ
け
ど
。

若
葉

つ
ま
り
阿
弥
陀
さ
ま

の
願
い
と
い
う
の
は
、
私
た
ち

を
仏
さ
ま
に
な
ら
せ
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
か
？

純
真

そ
う
な
ん
だ
。
で
も
、

例
え
ば
「
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な

り
た
い
」
と
願
う
の
は
簡
単
だ

け
ど
、
そ
の
願
い
を
か
な
え
る

た
め
に
は
し
っ
か
り
練
習
し
な

い
と
い
け
な
い
。
阿
弥
陀
さ
ま

は
願
い
が
願
い
の
ま
ま
で
終
わ

ら
な
い
よ
う
に
、
と
て
つ
も
な

く
長
い
間
、
ぼ
く
た
ち
の
た
め

に
修
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
だ
。

若
葉

そ
こ
ま
で
し
て
私
た

ち
を
仏
さ
ま
に
な
ら
せ
た
い
な

ん
て
。
で
も
…
こ
ん
な
こ
と
言
っ

た
ら
身
も
ふ
た
も
な
い
で
す
け

ど
、
そ
も
そ
も
私
、
仏
さ
ま
に

な
り
た
い
な
ん
て
思
っ
た
こ
と

な
い
ん
で
す
け
ど
…
。

純
真

素
直
な
気
持
ち
を
あ

り
が
と
う
。
と
こ
ろ
で
、
若
葉

さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
「
勉
強
し

な
さ
い
」
っ
て
言
う
の
は
ど
う

し
て
だ
ろ
う
？

若
葉

そ
り
ゃ
い
い
学
校
に

行
か
せ
て
、
い
い
仕
事
に
就
か

せ
た
い
か
ら
と
か
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
で
も
そ
れ
っ
て
さ
っ
き

の
話
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
お

母
さ
ん
が
自
慢
し
た
い
と
か
も

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
っ
て
。

純
真

う
ん
う
ん
、
も
し
か

し
た
ら
そ
れ
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
ね
。
で
も
お
母
さ
ん
が
若

葉
さ
ん
の
幸
せ
を
願
っ
て
る
の

は
間
違
い
な
い
と
思
う
よ
。

若
葉

そ
れ
は
分
か
り
ま
す

け
ど
、
私
だ
っ
て
少
し
ぐ
ら
い

自
分
の
将
来
の
事
は
考
え
て
ま

す
し
、
お
せ
っ
か
い
と
い
う
か
。

純
真

い
や
ぁ
、
そ
う
い
う

こ
と
で
い
う
と
阿
弥
陀
さ
ま
の

願
い
は
究
極
の
お
せ
っ
か
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

ぼ
く
た
ち
が
仏
に
な
り
た
い
な

ん
て
思
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
、

阿
弥
陀
さ
ま
は
そ
ん
な
こ
と
お

か
ま
い
な
し
で
何
と
し
て
も
ぼ

く
た
ち
を
「
仏
に
さ
せ
る
」
と

お
っ
し
ゃ
る
ん
だ
か
ら
。

若
葉

…
う
ー
ん
…
で
も
阿

弥
陀
さ
ま
は
私
に
と
っ
て
そ
れ

が
一
番
い
い
と
知
っ
て
お
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ど

う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
分
か
る

ん
だ
ろ
う
。

純
真

や
っ
ぱ
り
そ
う
思
う

よ
ね
ぇ
。
今
度
会
う
と
き
ま
で

若
葉
さ
ん
も
考
え
て
み
て
よ
。

（
本
紙
・
荻
野
龍
裕
）

(11) 2025年(令和7年)10月1日 第136号 第136号 2025年(令和7年)10月1日 (2)
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▽
阿
弥
陀
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究
極
の
お
せ
っ
か
い
!?

仏
教

問
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若 葉若センセ純真

イ
ラ
ス
ト
＝
い
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り
ん
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所
・
別
院
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事
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教

師

27

30
52

31



◆
組
長
（
任
期
２
０
２
４
年

４
月
１
日
～
２
０
２
８
年
３
月

31
日
）

▽
和
歌
山
組
＝
得
中
茂
（
称

名
寺
）
▽
和
歌
山
東
組
＝
林
博

行
（
教
明
寺
）
▽
和
歌
山
西
組

＝
脇
坂
元
信
（
光
源
寺
）
▽
和

歌
山
北
組
＝
北
本
一
紀
（
浄
源

寺
）
▽
加
茂
組
＝
玉
川
俊
哉

（
德
願
寺
）
▽
海
南
組
＝
和
本

正
也
（
西
法
寺
）
▽
海
草
組
＝

仲
河
泰
秀
（
称
名
寺
）
▽
伊
那

組
＝
藤
範
信
介
（
光
円
寺
）
▽

有
賀
組
＝
調
智
美
（
照
圓
寺
）

▽
有
田
南
組
＝
近
藤
信
龍
（
興

善
寺
）
▽
有
田
北
組
＝
三
浦
良

成
（
極
楽
寺
）
▽
日
高
組
＝
永

原
智
行
（
教
專
寺
）
▽
御
坊
組

＝
青
木
和
教
（
明
鏡
寺
）
▽
眞

田
陵
（
紀
南
組
浄
行
寺
）

※
組
長
代
表
は
永
原
智
行
師

（
日
高
組
教
專
寺
）

◆
教
区
会
議
員
（
任
期
２
０

２
４
年
４
月
１
日
か
ら
２
０
２

８
年
３
月
31
日
）

▽
和
歌
山
組
＝
僧
侶
・
佐
々

木
敏
宏
（
専
養
寺
）
、
門
徒
・

鈴
木
裕
（
宗
善
寺
）
▽
和
歌
山

東
組
＝
僧
侶
・
藤
齋
眞
理
（
正

願
寺
）
、
門
徒
・
東
岡
百
合
子

（
蓮
光
寺
）
▽
和
歌
山
西
組
＝

僧
侶
・
栗
本
滋
博
（
法
専
寺
）
、

門
徒
・
松
井
憲
男
（
西
住
寺
）

▽
和
歌
山
北
組
＝
僧
侶
・
武
内

善
信
（
善
勝
寺
）
、
門
徒
・
保

田
史
郎
（
浄
源
寺
）
、
▽
加
茂

組
＝
僧
侶
・
中
田
周
敬
（
德
應

寺
）
、
門
徒
・
岡
室
一
彦
（
青

蓮
寺
）
▽
海
南
組
＝
僧
侶
・
中

岡
俊
樹
（
願
成
寺
）
、
門
徒
・

立
花
美
一
（
淨
國
寺
）
▽
海
草

組
＝
僧
侶
・
稲
垣
貴
史
（
蓮
乘

寺
）
、
門
徒
・
金
谷
善
進
（
真

宗
寺
）
▽
伊
那
組
＝
僧
侶
・
中

田
三
恵
（
教
善
寺
）
、
門
徒
・

溝
根
央
（
淨
願
寺
）
▽
有
賀
組

＝
僧
侶
・
今
井
信
正
（
大
光
寺
）
、

門
徒
・
山
本
喜
久
男
（
西
方
寺
）

▽
有
田
南
組
＝
僧
侶
・
平
林
宗

樹
（
福
藏
寺
）
、
門
徒
・
小
川

富
弘
（
福
藏
寺
）
▽
有
田
北
組

＝
僧
侶
・
川
嶋
周
藏
（
光
明
寺
）
、

門
徒
・
佐
々
木
勝
（
敎
念
寺
）

▽
日
高
組
＝
僧
侶
・
藤
本
使
朗

（
即
生
寺
）
、
門
徒
・
川
﨑
英

直
（
即
生
寺
）
▽
御
坊
組
＝
僧

侶
・
栁
岡
直
樹
（
常
照
寺
）
、

門
徒
・
細
谷
廣
延
（
専
福
寺
）

▽
紀
南
組
＝
僧
侶
・
北
條
一
穗

（
妙
道
寺
）
、
門
徒
・
栗
田
勝

敏
（
妙
道
寺
）

※
教
区
会
議
長
は
中
田
周
敬

師
（
加
茂
組
德
應
寺
）
、
教
区

会
副
議
長
は
溝
根
央
氏
（
伊
那

組
淨
願
寺
）

◆
門
徒
総
代
会
（
任
期
２
０

２
４
年
４
月
１
日
～
２
０
２
６

年
３
月
31
日
）

▽
会
長
＝
田
端
三
津
雄
（
日

高
組
宝
国
寺
）
▽
副
会
長
＝
保

田
史
郎
（
和
歌
山
北
組
浄
源
寺
）
、

金
谷
善
進
（
海
草
組
真
宗
寺
）

▽
会
計
＝
山
田
英
一
（
御
坊
組

源
行
寺
）
▽
監
査
＝
太
田
雄
造

（
和
歌
山
組
専
念
寺
）
、
宗
泰

雄
（
有
賀
組
正
善
寺
）
▽
委
員

＝
坂
口
功
（
和
歌
山
東
組
西
教

寺
）
、
松
井
憲
男
（
和
歌
山
西

組
西
往
寺
）
、
岡
室
博
和
（
加

茂
組
青
蓮
寺
）
、
北
野
治
（
海

南
組
光
徳
寺
）
、
谷
口
庄
亮

（
伊
那
組
西
照
寺
）
、
中
尾
一

平
（
有
田
南
組
極
楽
寺
）
、
石

津
昭
（
有
田
北
組
浄
満
寺
）
、

蒲
田
嵩
（
紀
南
組
勝
徳
寺
）

◆
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

（
任
期
２
０
２
４
年
４
月
１
日

～
２
０
２
６
年
３
月
31
日
）

▽
会
長
＝
立
花
美
一
（
海
南

組
淨
國
寺
）
▽
副
会
長
＝
新
井

和
美
（
和
歌
山
西
組
正
善
寺
）
、

道
場
雅
夫
（
有
田
南
本
勝
寺
）

▽
監
査
＝
内
田
孝
（
和
歌
山
組

本
弘
寺
）
、
東
山
富
子
（
有
田

北
組
浄
念
寺
）
▽
理
事
＝
小
林

勝
司
（
和
歌
山
組
西
慶
寺
）
、

尾
﨑
好
成
（
和
歌
山
組
法
林
寺
）
、

保
田
史
郎
（
和
歌
山
北
組
浄
源

寺
）
、
松
井
伸
子
（
和
歌
山
北

組
教
願
寺
）
、
川
崎
英
直
（
御

坊
組
即
生
寺
）
、
細
谷
廣
延

（
御
坊
組
専
福
寺
）

◆
仏
教
婦
人
会
連
盟
（
任
期

２
０
２
４
年
４
月
１
日
～
２
０

２
７
年
３
月
31
日
）

▽
委
員
長
＝
上
岡
し
ず
江

（
有
田
北
組
西
光
寺
）
▽
副
委

員
長
＝
島
村
美
穂
（
和
歌
山
組
・

鷺
森
別
院
）
、
乙
井
八
重
子

（
和
歌
山
東
組
正
願
寺
）
▽
会

計
＝
中
野
真
由
美
（
加
茂
組
教

徳
寺
）
、
杉
田
奈
津
子
（
海
南

組
教
法
寺
）
▽
監
査
＝
宮
本
理

恵
（
和
歌
山
西
組
法
専
寺
）
、

山
本
尚
子
（
和
歌
山
北
組
慶
圓

寺
）
▽
委
員
＝
増
井
京
子
（
海

草
組
積
善
寺
）
、
田
中
美
和
子

（
伊
那
組
光
円
寺
）
、
伊
佐
由

美
子
（
有
賀
組
正
善
寺
）
、
五

島
郁
子
（
有
田
南
組
円
光
寺
）
、

大
井
美
由
姫
（
日
高
組
円
明
寺
）
、

古
久
保
聡
子
（
御
坊
組
天
性
寺
）
、

木
下
美
鈴
（
紀
南
組
満
願
寺
）

◆
少
年
連
盟
（
任
期
２
０
２

４
年
４
月
１
日
～
２
０
２
６
年

３
月
31
日
）

▽
委
員
長
＝
山
本
行
圓
（
伊

那
組
蓮
乗
寺
）
▽
副
委
員
長
＝

島
晃
祐
（
和
歌
山
組
西
覺
寺
）

▽
会
計
＝
長
田
義
久
（
和
歌
山

西
組
西
勝
寺
）
▽
監
査
＝
鈴
木

玲
（
和
歌
山
北
組
蓮
乗
寺
）
▽

委
員
＝
西
岡
俊
慶
（
和
歌
山
東

組
西
教
寺
）
、
森
田
知
恵
（
加

茂
組
正
光
寺
）
、
小
坂
徳
秀

（
海
南
組
光
明
寺
）
、
麻
生
卓

（
海
草
組
法
照
寺
）
、
玉
川
直

城
（
有
賀
組
西
方
寺
）
、
板
原

充
弘
（
有
田
南
組
円
光
寺
）
、

菅
原
健
（
有
田
北
組
教
蓮
寺
）
、

埜
崎
教
信
（
日
高
組
覚
性
寺
）
、

川
越
顕
之
（
御
坊
組
正
覺
寺
）
、

庵
戸
眞
道
（
紀
南
組
安
楽
寺
）

◆
寺
族
女
性
会
（
任
期
２
０

２
５
年
４
月
１
日
～
２
０
２
７

年
３
月
31
日
）

▽
委
員
長
＝
嶋
順
子
（
和
歌

山
組
専
光
寺
）
、
▽
副
委
員
長

＝
森
田
知
恵
（
加
茂
組
正
光
寺
）
、

刀

佳
容
子
（
海
草
組
積
善
寺
）

▽
会
計
＝
中
山
由
理
（
和
歌
山

北
組
光
源
寺
）
▽
委
員
＝
藤
齊

眞
理
（
和
歌
山
東
組
正
願
寺
）
、

栗
本
香
代
子
（
和
歌
山
西
組
徳

号
寺
）
、
松
本
昌
子
（
海
南
組

了
賢
寺
）
、
藤
川
晶
（
伊
那
組

明
光
寺
）
、
志
場
む
つ
み
（
有

賀
組
正
善
寺
）
、
池
永
弥
生

（
有
田
南
組
安
楽
寺
）
、
三
浦

郁
美
（
有
田
北
組
極
楽
寺
）
、

楠
原
き
よ
子
（
日
高
組
妙
願
寺
）
、

青
木
悦
子
（
御
坊
組
明
鏡
寺
）
、

北
條
智
佐
子
（
紀
南
組
妙
道
寺
）

◆
寺
族
青
年
連
盟
（
任
期
２

０
２
５
年
４
月
１
日
～
２
０
２

７
年
３
月
31
日
）

▽
委
員
長
＝
辻
本
真
一
朗

（
和
歌
山
組
西
念
寺
）
▽
副
委

員
長
＝
藤
本
英
史
（
和
歌
山
北

組
正
念
寺
）
、
山
髙
貢
平
（
伊

那
組
玉
川
寺
）
▽
会
計
＝
佐
々

木
実
結
（
紀
南
組
専
光
寺
）
▽

監
査
＝
山
本
龍
法
（
和
歌
山
北

組
浄
永
寺
）
、
北
山
覚
（
有
田

南
組
最
勝
寺
）
▽
委
員
＝
西
岡

俊
弥
（
和
歌
山
東
組
西
教
寺
）
、

藤
下
洸
俊
（
和
歌
山
西
組
正
圓

寺
）
、
杉
山
龍
法
（
和
歌
山
北

組
永
正
寺
）
、
齋
藤
亮
太
（
加

茂
組
青
蓮
寺
）
、
荻
野
龍
裕

（
海
南
組
淨
國
寺
）
、
岩
清
水

成
海
（
海
草
組
西
方
寺
）
、
宇

多
真
海
（
伊
那
組
光
明
寺
）
、

茂
野
大
五
郎
（
有
田
北
組
浄
念

寺
）
、
埜
﨑
教
信
（
日
高
組
覚

性
寺
）
、
川
越
顕
之
（
御
坊
組

正
覚
寺
）

※
敬
称
略

皆
さ
ま
の
ご
支
援
の

も
と
、
宗
会
議
員
５
期

目
の
機
会
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

総
局
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
副
総
務
、
総

務
、
総
長
、
そ
し
て
総

務
と
４
年
半
の
期
間
、

宗
門
の
責
任
の
一
端
を

担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
宗
派
の
財

政
の
健
全
化
を
図
り
、
約
５
年
か

け
て
何
と
か
収
入
と
支
出
の
均
衡

が
保
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
課
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
。
賦
課
基
準
の
見
直
し
、
北
境

内
地
の
使
用
法
、
各
教
化
団
体
の

会
員
数
の
減
少
、
本
山
本
願
寺
の

建
物
維
持
、
宗
派
の
建
物
が
順
次

耐
用
年
数
を
迎
え
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
大
谷
本
廟
の
第
一
無
量
寿
堂

の
耐
震
補
強
な
ど
数
え
上
げ
た
ら

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
を
待
っ
た
な
し
の
状
況

で
宗
派
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。
私

も
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
、
教
区
に
、

宗
派
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
諸
先
輩
方
々

の
ご
支
援
を
頂
き
、
初

め
て
門
徒
宗
会
議
員
に

選
出
を
頂
い
た
こ
と
は
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る

と
同
時
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

現
在
和
歌
山
教
区
で

は
、
急
激
な
過
疎
化
の

進
行
、
檀
家
数
減
少
に

伴
う
寺
院
存
亡
の
危
機

な
ど
の
諸
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
の
方
策
を
宗
門
に

問
い
掛
け
、
門
徒
の
立
場
で
新
た

な
発
想
を
模
索
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗
門
の
「
御
同
朋
の
社
会
を
め

ざ
す
運
動
」
（
実
践
運
動
）
の
根

幹
に
は
「
人
・
心
・
愛
・
情
熱
」

の
四
つ
の
柱
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
「
人
」

に
つ
い
て
は
、
浄
土
真
宗
を
次

世
代
へ
伝
え
て
い
く
た
め
若
年

層
の
人
材
の
育
成
が
急
務
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
微
力
な
が
ら
鋭

意
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

荻
野
議
員
は
宗
派
総
務
を
務

め
て
い
た
２
０
２
４
年
（
令
和

６
）
３
月
８
日
、
第
３
２
３
回

定
期
宗
会
に
お
い
て
総
長
に
選

出
さ
れ
た
。
和
歌
山
教
区
か
ら

の
総
長
誕
生
は
初
。
こ
れ
を
受

け
総
長
就
任
祝
賀
会
が
同
５
月

31
日
に
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ

テ
ル
和
歌
山
で
開
か
れ
、
１
１

０
人
が
参
加
。
荻
野
議
員
は
同

12
月
20
日
ま
で
総
長
を
務
め
た
。

(3) 2025年(令和7年)10月1日 第136号 第136号 2025年(令和7年)10月1日 (10)

2025(令和７)年度
本願寺鷺森別院一般会計歳計予算

2025(令和７)年４月１日
～2026(令和８)年３月31日

款 費 目 予算額 説 明
１ 懇志 8,500,000 各種懇志
２ 回付金 5,710,000 特別会計・教区会計※より回付
３ 各種交付金 200,000 教化助成費等
４ 維持費 4,240,000 別院護持費等
５ 負担金 30,100,000 人件費負担金※(教区・幼稚園）
６ 雑収入 450,000 施設使用懇志等
７ 前年度繰越金 18,500,000 2024年度より繰り越し見込み

合 計 67,700,000

歳入の部

（円）

歳出の部

款 費 目 予算額 説 明
１ 法務費 3,120,000 荘厳費、法要費
２ 教化費 2,260,000 常例布教・各種教化費
３ 事務費 45,650,000 人件費、水道光熱費等
４ 会議費 100,000 責任役員・総代会費等
５ 維持費 14,100,000 営繕費、保険料等
６ 積立金 1,000,000 営繕積立金・退職積立金へ回付
７ 予備費 1,470,000
８ 回付金 0 ※費目削除

合 計 67,700,000

2025(令和７)年度
和歌山教区一般会計歳計予算

（円）

2025(令和７)年４月１日
～2026(令和８)年３月31日

歳入の部

款 費 目 予算額 説 明

１ 教区賦課金 32,890,000 教区賦課金（276カ寺）

２ 宗派交付金 1,980,000 各種宗派助成金

３ 願記手数料 1,000,000 各種教区願記手数料

４ 回付金 2,300,000 特別会計より回付

５ 雑収入 3,080,000 各種研修会・行事参加費等

６ 繰越金 3,350,000 2024年度より繰り越し見込み

７ 繰入金 300,000 ※費目新設

合 計 44,900,000

歳出の部

款 費 目 予算額 説 明

１ 実践運動推進費 10,020,000 実践運動関係費、組助成費等

２ 会議費 870,000 教区会・組長会その他会議費

３ 宗会選挙事務費 50,000 選挙管理委員会開催費

４ 教務所費 28,580,000 人件費※、事務費、諸費等

５ 維持費 2,700,000 水道光熱費※、維持管理費※

６ 回付金 1,350,000 各種特別会計へ回付

７ 予備費 1,330,000

合 計 44,900,000

（円）

（円）

和歌山教区の新期宗会議員決まる

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
会
議
員
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
昨
年
12
月
14
日
に
行
わ
れ
、
和
歌
山
教
区
で
は
僧
侶
議

員
・
門
徒
議
員
と
も
定
員
（
１
人
）
と
同
数
の
立
候
補
が
あ
り
、
僧
侶
議
員
に
荻
野
昭
裕
さ
ん
（
海
南
組
淨
國
寺
住

お
ぎ

の

あ
き
ひ
ろ

職
）
、
門
徒
議
員
に
立
花
美
一
さ
ん
（
海
南
組
淨
國
寺
門
徒
）
が
選
出
さ
れ
た
。
お
二
人
に
お
言
葉
を
頂
い
た
。

た
ち
ば
な
よ
し
か
ず

荻
野
昭
裕
さ
ん

立
花
美
一
さ
ん

荻
野
議
員
は
宗
派
総
務
・
総
長
を
歴
任

※教区一般会計歳出の部「人件費」「水道光熱費、維持管理費」は、鷺森別院一般会計歳入の部「回付金」「人件費負担金」へ回付されます。



和
歌
山
教
区
で
は
、
宗
門
の

総
合
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
伝

灯
奉
告
法
要
の
ご
親
教
「
念
仏

者
の
生
き
方
」
に
学
び
、
自
他

と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、
さ

ら
に
僧
侶
・
寺
族
・
門
信
徒
が

手
を
携
え
て
真
の
同
朋
教
団
・

伝
道
教
団
と
し
て
の
責
務
を
果

た
す
た
め
、
ま
た
、
寺
院
活
動

の
活
性
化
を
は
か
り
、
と
も
に

お
念
仏
を
喜
ぶ
仲
間
の
輪
を
ひ

ろ
げ
る
た
め
、
次
世
代
を
担
う

人
の
育
成
を
継
続
し
て
行
い

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
」
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

「
結
ぶ
絆
か
ら
、

む
す

き
ず
な

広
が
る
ご
縁
へ
」

ひ
ろ

え
ん

運
動
推
進
に
あ
た
り
、
活
動

内
容
を
具
体
的
に
明
確
化
す
る

た
め
、
教
区
の
会
議
体
、
教
化

団
体
、
各
種
団
体
と
と
も
に
、

左
記
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、

相
互
の
連
携
の
も
と
で
運
動
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

研
修
部
会

僧
侶
・
寺
族
の

研
修
、
伝
道
教
化
・
法
座
活
動

の
実
践
と
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

教
化
部
会

連
研
、
門
信
徒

の
教
化
、
子
ど
も
若
者
ご
縁
づ

く
り
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

広
報
部
会

教
区
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
ざ
ま
な
媒
体

を
使
用
し
た
広
報
活
動
に
関
す

る
こ
と
。

社
会
部
会

人
権
啓
発
、
平

和
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
社
会

福
祉
活
動
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
】

「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運

動
」
（
実
践
運
動
）
総
合
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
実

践
目
標
を
定
め
取
り
組
む
も
の

で
す
。
和
歌
山
教
区
で
は
、

「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

「
実
践
目
標
」
を
「
（
１
）

〈
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
～
Ｄダ

ａ
ｎ
ａ

ｆ
ｏ
ｒ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ

ー

ナ

フ

ォ

ー

ワ

ー

ル

ｄ

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
～
〉
―
子
ど

ド

ピ

ー

ス

も
た
ち
を
育
む
た
め
に
―
」
、

「
（
２
）
寺
院
活
動
の
活
性
化

を
は
か
る
」
と
掲
げ
、
組
・
寺

院
と
連
携
し
つ
つ
、
強
力
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
推
進
期
間
】

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度

か
ら
２
０
２
７
（
令
和
９
）
年

度
ま
で
の
４
年
間

【
推
進
計
画
】

▼
達
成
目
標

（
１
）
募
金
箱
の
全
カ
寺
送

付
及
び
設
置

（
２
）
多
様
な
手
段
を
通
じ

た
寺
院
か
ら
の
情
報
発
信
力
の

強
化
（
寺
報
・
教
区
報
・
掲
示

板
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）

▼
推
進
計
画

（
１
）
前
年
度
の
見
直
し

（
２
）
門
信
徒
学
習
会
の
開

【
名
称
】

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す

運
動｣

（
実
践
運
動
）
和
歌
山

教
区
委
員
会

【
委
員
】

▽
委
員
長
＝
永
原
智
行
（
日

高
組
教
專
寺
）

▽
副
委
員
長
＝
玉
置
證
（
和

歌
山
組
養
専
寺
）
、
立
花
美
一

（
海
南
組
淨
國
寺
）

▽
中
央
委
員
＝
永
原
智
行

（
日
高
組
教
專
寺
）

▽
研
修
部
会
＝
北
本
一
紀

（
部
会
長
・
和
歌
山
北
組
浄
源

寺
）
、
島
和
夫
（
和
歌
山
組
西

覺
寺
）
、
西
永
月
潭
（
和
歌
山

組
西
教
寺
）
、
伊
井
智
雄
（
和

歌
山
組
極
楽
寺
）
、
中
牟
田
貞

良
（
和
歌
山
東
組
聞
光
寺
）
、

寺
本
泰
宣
（
加
茂
組
教
徳
寺
）
、

調
智
美
（
有
賀
組
照
圓
寺
）
、

川
嶋
周
藏
（
有
田
北
組
光
明
寺
）
、

楠
原
晃
紹
（
日
高
組
妙
願
寺
）
、

岩
﨑
法
明
（
日
高
組
蓮
專
寺
）
、

玉
置
信
夫
（
御
坊
組
光
徳
寺
）

▽
教
化
部
会
＝
山
本
行
圓

（
部
会
長
・
伊
那
組
蓮
乗
寺
）

加
藤
義
秀
（
海
南
組
光
徳
寺
）
、

荻
野
真
由
美
（
海
南
組
淨
國
寺
）
、

立
花
美
一
（
海
南
組
淨
國
寺
）
、

岩
清
水
昌
子
（
海
草
組
西
方
寺
）
、

前
川
幸
三
（
伊
那
組
西
照
寺
）
、

上
岡
し
ず
江
（
有
田
北
組
西
光

寺
）
、
田
端
三
津
雄
（
日
高
組

宝
国
寺
）
、
大
岡
和
真
（
教
区

仏
教
青
年
連
盟
委
員
長
）

▽
広
報
部
会
＝
板
原
充
弘

（
部
会
長
・
有
田
南
組
円
光
寺
）
、

玉
置
證
（
和
歌
山
組
養
専
寺
）
、

辻
本
真
一
朗
（
和
歌
山
組
西
念

寺
）
、
大
須
賀
拓
善
（
和
歌
山

組
法
林
寺
）
、
幸
馬
昌
史
（
和

歌
山
西
組
正
善
寺
）
、
横
出
顕

悟
（
和
歌
山
北
組
教
願
寺
）
、

荻
野
龍
裕
（
海
南
組
淨
國
寺
）
、

庵
戸
眞
道
（
紀
南
組
安
楽
寺
）

▽
社
会
部
会
＝
島
和
夫
（
部

会
長
・
和
歌
山
組
西
覺
寺
）
、

西
永
由
子
（
和
歌
山
組
西
教
寺
）
、

吉
田
敬
子
（
和
歌
山
東
組
正
善

寺
）
、
北
本
一
紀
（
和
歌
山
北

組
浄
源
寺
）
、
松
本
教
智
（
海

南
組
了
賢
寺
）
、
中
田
三
恵

（
伊
那
組
教
善
寺
）
、
藤
範
信

介
（
伊
那
組
光
円
寺
）
、
宇
多

光
誠
（
伊
那
組
光
明
寺
）

※
敬
称
略

▽
和
歌
山
組
＝
研
修
会
を
開

催
し
、
貧
困
問
題
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
る
。
組
内
全
カ
寺
に

て
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た

め
に
募
金
」
を
奨
励
す
る
。

▽
和
歌
山
東
組
＝
子
ど
も
の

育
成
支
援
に
取
り
組
む
。

▽
和
歌
山
西
組
＝
組
内
全
カ

寺
に
て
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
募
金
」
を
奨
励
す
る
。

▽
和
歌
山
北
組
＝
寺
院
活
性

化
を
目
指
す
。

▽
加
茂
組
＝
下
津
町
の
子
ど

も
食
堂
（
下
津
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
の
活
動
を
見
学
、
参
加

す
る
。
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ

の
仕
組
み
を
実
践
者
の
德
願
寺

坊
守
か
ら
説
明
を
受
け
る
。
光

輪
寺
住
職
が
参
加
す
る
、
ビ
ハ
ー

ラ
活
動
の
実
際
を
ま
と
め
た
資

料
を
作
成
し
組
内
に
共
有
す
る
。

▽
海
南
組
＝
研
修
会
の
開
催
。

今
私
が
出
来
る
こ
と
か
始
め
る
。

募
金
活
動
の
奨
励
。

▽
海
草
組
＝
研
修
会
を
開
催

し
、
貧
困
問
題
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
る
。
組
内
全
カ
寺
に
て

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
募
金
」
を
奨
励
す
る
。

▽
伊
那
組
＝
研
修
会
を
開
催

し
、
貧
困
問
題
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
る
。
組
内
全
カ
寺
に
て

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
募
金
」
を
奨
励
す
る
。

▽
有
賀
組
＝
過
疎
地
に
お
け

る
寺
院
の
在
り
方
を
探
る
。

▽
有
田
南
組
＝
貧
困
の
克
服

に
向
け
て
。

▽
有
田
北
組
＝
〈
貧
困
の
克

服
に
向
け
て
～
Ｄ
ａ
ｎ
ａ

ダ

ー

ナ

ｆ

ｏ

ｒ

Ｗ

ｏ

ｒ

ｌ

ｄ

フ

ォ

ー

ワ

ー

ル

ド

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
～
〉
―
子
ど
も
た

ピ

ー

ス

ち
を
育
む
た
め
に
―
に
ご
縁
を

深
め
、
聴
聞
の
機
会
を
通
し
て
、

念
仏
者
と
し
て
の
生
き
方
を
考

え
る
。
非
戦
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
。

▽
日
高
組
＝
貧
困
の
克
服
に

向
け
て
。

▽
御
坊
組
＝
各
寺
院
の
護
持

発
展
の
た
め
僧
侶
・
門
信
徒
の

交
流
を
深
め
る
取
り
組
み
。

▽
紀
南
組
＝
み
ん
な
で
集
ま

ろ
う
～
広
域
組
に
お
け
る
活
動

再
開
～
。

■
２
０
２
３
年
（
令
和
５
）
■

６
月
25
日

ビ
ハ
ー
ラ
サ
ロ

ン
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
ひ
だ

ま
り
」
。
８
月
21
日
、
12
月
４

日
に
も
開
催
。

６
月
29
日

教
区
寺
族
青
年

連
盟
研
修
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
）
。
講
師
・
若
新
雄
純
さ
ん

（
㈱
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
代
表

取
締
役
、
慶
應
義
塾
大
学
特
任

准
教
授
※
い
ず
れ
も
当
時
、
真

宗
山
元
派
僧
侶
）
「
思
春
期
を

引
き
ず
る
中
年
男
子
と
お
寺
の

不
思
議
な
関
係
」
※
オ
ン
ラ
イ

ン
で
講
義
。
参
加
者
８
人
。

７
月
８
日

教
区
仏
教
青
年

連
盟
「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
～

テ

ラ

メ

イ

ト

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
会
」
。
参
加
者

７
人
。
９
月
９
日
（
参
加
者
７

人
）
、
11
月
11
日
（
９
人
）
、

12
月
９
日
（
６
人
）
に
も
開
催
。

７
月
９
日

第
30
回
平
和
を

希
う
念
仏
者
の
集
い
～
全
戦
没

者
追
悼
法
要
～
。
講
師
・
木
川

剛
志
さ
ん
（
和
歌
山
大
学
観
光

学
部
教
授
）
「
私
が
和
歌
山
の

空
襲
、
戦
争
の
研
究
を
続
け
る

理
由
～
今
、
聞
き
、
語
り
継
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
～
」
。

参
拝
者
96
人
。

７
月
21
日

公
聴
会
（
本
山

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
北
海
道

教
区
・
高
岡
教
区
と
同
時
開
催
）
。

宗
派
出
向
者
・
荻
野
昭
裕
さ
ん

（
総
務
※
当
時
、
海
南
組
淨
國

寺
住
職
）
、
三
好
慶
祐
さ
ん

（
総
務
※
当
時
）
、
加
藤
尚
史

さ
ん
（
副
総
務
※
当
時
）
ほ
か
。

参
加
者
37
人
。

10
月
６
日

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会
。
講

師
・
吉
村
春
生
さ
ん
（
西
九
州

大
学
非
常
勤
講
師
、
佐
賀
県
医

療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
看
護
学
院

非
常
勤
講
師
）
「
心
が
か
ぜ
を

ひ
く
と
き
―
〝
安
心
感
〟
と
自

立
―
」
。
参
加
者
31
人
（
和
歌

山
教
区
か
ら
11
人
）
。

10
月
10
日

教
区
布
教
団
研

修
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）
。

講
師
・
佐
々
木
義
英
さ
ん
（
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

元
副
所
長
）
「
浄
土
真
宗
の
源

流
」
。
参
加
者
16
人
。

10
月
27
日

実
践
運
動
「
人

権
啓
発
僧
侶
研
修
会
」
。
映
画

『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
沖
縄
戦

～
知
ら
れ
ざ
る
悲
し
み
の
記
憶

～
』
上
映
。
参
加
者
20
人
。

11
月
22
日
～
12
月
11
日

教

区
少
年
連
盟
「
第
26
回
子
ど
も

作
品
展
」
。
教
区
内
児
童
・
生

徒
98
人
か
ら
書
道
86
点
、
絵
画

１
点
、
塗
り
絵
25
点
の
合
計
１

１
２
点
応
募
。
入
賞
者
は
【
書

道
の
部
】
▽
本
願
寺
鷺
森
別
院

賞
＝
下
原
芽
衣
、
村
松
怜
奈
▽

輪
番
賞
＝
川
取
明
咲
、
西
村
魁

人
▽
少
年
連
盟
特
別
賞
＝
池
長

瑞
華
、
石
田
心
路
、
石
田
慈
、

滝
本
果
穂
、
中
本
葵
、
西
村
魁

人
、
前
田
恵
依
、
安
村
実
莉
、

山
尾
奏
斗
、
湯
浅
咲
、
湯
浅
結

月
。
【
絵
画
の
部
】
▽
本
願
寺

鷺
森
別
院
賞
＝
中
本
桜
。
【
塗

り
絵
の
部
】
▽
本
願
寺
鷺
森
別

院
賞
＝
樋
尻
百
花
▽
輪
番
賞
＝

浦
﨑
え
ま
▽
少
年
連
盟
特
別
賞

＝
川
嶌
き
お
、
山
本
実
里
。
※

敬
称
略
。

11
月
24
～
28
日

報
恩
講
。

講
師
・
柱
本
惇
さ
ん
（
京
都
教

区
下
東
組
明
覚
寺
）
。
11
月
27

日
「
通
夜
布
教
」
に
教
区
布
教

団
か
ら
山
本
行
圓
さ
ん
（
伊
那

組
蓮
乗
寺
）
、
清
水
光
宣
さ
ん

（
御
坊
組
専
福
寺
）
、
藤
田
眞

雄
さ
ん
（
日
高
組
西
教
寺
）
が

出
講
。

11
月
26
日

責
任
役
員
・
門

徒
総
代
辞
令
伝
達
式
。
参
加
者

67
人
（
16
カ
寺
）
。
※
対
象
は

２
０
２
３
年
（
令
和
５
）
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
申

請
し
て
責
任
役
員
・
門
徒
総
代

に
な
ら
れ
た
方
。

12
月
15
日

本
願
寺
派
仏
教

章
取
得
の
た
め
の
研
修
会
（
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
団
員
対
象
）
。
講

師
は
教
区
寺
族
青
年
会
連
盟
委

員
。
参
加
者
２
人
。
12
月
22
日
、

２
０
２
４
年
（
令
和
６
）
１
月

12
日
、
１
月
19
日
、
１
月
26
日

に
も
開
催
。

■
２
０
２
４
年
（
令
和
６
）
■

１
月
20
日

教
区
門
徒
総
代

会
「
鷺
森
別
院
清
掃
奉
仕
」
。

参
加
者
28
人
。

１
月
23
日

教
区
寺
族
女
性

会
研
修
会
。
講
師
・
西
永
亜
紀

子
さ
ん
（
和
歌
山
組
西
教
寺
衆

徒
、
築
地
本
願
寺
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
お

て
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
よ

う
～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
～
」
。

参
加
者
46
人
。

１
月
29
日

教
区
布
教
団
連

続
法
座
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）
。

講
師
・
内
藤
昭
文
さ
ん
（
本
願

寺
派
司
教
・
布
教
使
）
「
『
仏

説
無
量
寿
経
』
に
聞
く
」
。
参

加
者
12
人
。
２
月
22
日
（
参
加

者
13
人
）
、
３
月
26
日
（
16
人
）

に
も
開
催
。

２
月
７
日

新
し
い
「
領
解

文
」
（
浄
土
真
宗
の
み
教
え
）

学
習
会
。
宗
派
出
向
者
・
公
文

名
正
真
さ
ん
（
総
務
※
当
時
）
、

満
井
秀
城
さ
ん
（
勧
学
、
総
合

研
究
所
所
長
※
当
時
）
、
中
井

真
人
さ
ん
（
統
合
企
画
室
幹
事
）
。

参
加
者
41
人
。

２
月
10
日

教
区
仏
教
青
年

連
盟
「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
～

テ

ラ

メ

イ

ト

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
会
」
。
参
加
者

７
人
。
５
月
11
日
（
参
加
者
１

人
）
、
６
月
８
日
（
５
人
）
、

７
月
13
日
（
５
人
）
、
８
月
10

日
（
６
人
）
、
９
月
14
日
（
11

人
）
、
10
月
12
日
（
８
人
）
、

11
月
９
日
（
７
人
）
、
12
月
14

日
（
７
人
）
に
も
開
催
。

３
月
11
日

ビ
ハ
ー
ラ
和
歌

山
公
開
研
修
会
。
講
師
・
黒
川

雅
代
子
（
龍
谷
大
学
短
期
大
学

部
教
授
）
「
遺
族
ケ
ア
～
大
切

に
関
わ
る
た
め
に
～
」
。
参
加

者
23
人
。

２
月
26
日

ビ
ハ
ー
ラ
サ
ロ

ン
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
ひ
だ

ま
り
」
。
４
月
８
日
、
６
月
10

日
、
８
月
１
日
、
10
月
８
日
、

12
月
２
日
に
も
開
催
。

５
月
13
～
16
日

二
尊
会
。

講
師
・
藤
満
智
徳
さ
ん
（
奈
良

教
区
広
瀬
組
光
徳
寺
）
。

５
月
18
日

初
参
式
。
受
式

者
２
人
。

５
月
18
日

宗
祖
降
誕
会
。

講
師
・
澄
川
緑
乃
さ
ん
（
奈
良

教
区
広
瀬
組
善
巧
寺
）
。

６
月
２
日

賦
課
基
準
総
局

試
案
説
明
会
。
参
加
寺
院
１
７

５
カ
寺
（
63
％
）
。

６
月
３
日

勤
式
講
習
会
。

参
加
者
９
人
。
６
月
10
日
（
参

加
者
４
人
）
、
７
月
３
日
（
11

人
）
、
９
月
５
日
（
７
人
）
、

10
月
３
日
（
４
人
）
に
も
開
催
。

６
月
19
～
21
日

得
度
講
習

会
・
考
査
。
参
加
者
４
人
。

７
月
９
日

第
31
回
平
和
を

希
う
念
仏
者
の
集
い
～
全
戦
没

者
追
悼
法
要
～
。
講
師
・
志
賀

賢
治
氏
（
元
広
島
県
平
和
記
念

資
料
館
館
長
）
「
原
爆
が
も
た

ら
し
た
も
の
、
奪
っ
た
も
の

『
記
憶
の
博
物
館
』
の
軌
跡
と

課
題
」
。
参
拝
者
65
人
。

７
月
19
日

特
別
法
務
員
並

び
に
法
務
員
研
修
会
。
講
師
・

三
上
慧
さ
ん
（
本
願
寺
式
務
部

職
員
）
「
新
制
御
本
典
作
法
に

つ
い
て
」
。
参
加
者
10
人
。

８
月
１
日

公
聴
会
。
宗
派

出
向
者
・
荻
野
昭
裕
さ
ん
（
総

長
※
当
時
、
海
南
組
淨
國
寺
住

職
）
、
中
井
真
人
さ
ん
（
社
会

部
長
・
所
務
部
長
）
。
参
加
者

63
人
。

11
月
24
日
～
12
月
９
日

教

区
少
年
連
盟
「
第
27
回
子
ど
も

作
品
展
」
。
教
区
内
児
童
・
生

徒
98
人
か
ら
書
道
90
点
、
絵
画

２
点
、
塗
り
絵
29
点
の
合
計
１

２
１
点
応
募
。
入
賞
者
は
【
書

道
の
部
】
▽
本
願
寺
鷺
森
別
院

賞
＝
鈴
木
結
空
、
西
村
魁
人
▽

輪
番
賞
＝
中
本
桜
、
西
村
奏
音

▽
少
年
連
盟
特
別
賞
＝
石
田
心

路
、
小
野
美
咲
、
久
堀
彩
夢
、

小
山
予
紫
乃
、
嶋
藤
慧
、
下
原

優
芽
、
高
戸
音
葉
、
中
本
葵
、

長
谷
川
唯
花
、
村
松
怜
奈
、
山

尾
奏
斗
、
湯
淺
芙
己
。
【
絵
画

の
部
】
▽
本
願
寺
鷺
森
別
院
賞

＝
中
本
桜
▽
少
年
連
盟
特
別
賞

＝
西
村
奏
音
。
【
塗
り
絵
の
部
】

▽
本
願
寺
鷺
森
別
院
賞
＝
庄
田

(9) 2025年(令和7年)10月1日 第136号 第136号 2025年(令和7年)10月1日 (4)

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

（
実
践
運
動
）
和
歌
山
教
区
委
員
会

2025年度

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

総
合
基
本
計
画

ス
ロ
ー
ガ
ン

活

動

内

容

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推

進

機

関

各
組
の
実
践
目
標

鷺
森
別
院
で
行
わ
れ
た
主
な
法
要
・行
事
・研
修
会

２
０
２
３
年
６
月
下
旬
～
２
０
２
５
年
７
月



平
和
花
▽
輪
番
賞
＝
森
み
お
な

▽
少
年
連
盟
特
別
賞
＝
国
本
陽

葵
、
熊
代
瑛
斗
、
福
原
ほ
の
か
、

山
本
き
は
る
、
山
本
実
里
。
※

敬
称
略
。

11
月
24
～
28
日

報
恩
講
。

講
師
・
岡
橋
聖
舟
さ
ん
（
京
都

教
区
城
南
組
西
方
寺
）
。
11
月

27
日
「
通
夜
布
教
」
に
教
区
布

教
団
か
ら
岩
清
成
海
さ
ん
（
海

草
組
西
方
寺
）
、
岩
﨑
信
さ
ん

（
日
高
組
蓮
專
寺
）
、
寺
本
泰

宣
さ
ん
（
加
茂
組
教
徳
寺
）
が

出
講
。

11
月
26
日

責
任
役
員
・
門

徒
総
代
辞
令
伝
達
式
。
参
加
者

67
人
（
16
カ
寺
）
。
※
対
象
は

２
０
２
４
年
（
令
和
６
）
４
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
申

請
し
て
責
任
役
員
・
門
徒
総
代

に
な
ら
れ
た
方
。

■
２
０
２
５
年
（
令
和
７
）
■

１
月
11
日

教
区
仏
教
青
年

連
盟
「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
～

テ

ラ

メ

イ

ト

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
会
」
。
参
加
者

５
人
。
２
月
８
日
（
参
加
者
９

人
）
、
５
月
10
日
（
７
人
）
、

６
月
14
日
（
７
人
）
、
７
月
12

日
（
４
人
）
、
８
月
９
日
（
不

明
）
、
９
月
13
日
（
10
人
）
に

も
開
催
。

１
月
20
日

実
践
運
動
「
人

権
啓
発
僧
侶
研
修
会
」
。
講
師
・

蔀
正
永
さ
ん
（
一
般
財
団
法
人

同
和
教
育
振
興
会
講
師
団
講
師
・

京
都
教
区
下
東
組
西
方
寺
）

「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す
る

帳
簿
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
。

参
加
者
15
人
。

１
月
22
日

教
区
布
教
団
連

続
法
座
。
講
師
・
内
藤
昭
文
さ

ん
（
本
願
寺
派
司
教
・
布
教
使
）

「
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
聞
く
」
。

参
加
者
９
人
。
７
月
17
日
（
参

加
者
13
人
）
に
も
開
催
。

１
月
27
日

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

寺
族
婦
人
研
修
会
（
和
歌
山
教

区
担
当
）
。
講
師
・
露
の
団
姫

さ
ん
（
落
語
家
・
天
台
宗
僧
侶
）
、

野
世
真
隆
さ
ん
（
大
阪
教
区
住

吉
組
光
陽
寺
）
「
前
に
生
ま
れ

ん
者
は
後
を
導
き
、
後
に
生
ま

れ
ん
者
は
前
を
訪
え
」
。
参
加

者
２
３
９
人
（
和
歌
山
教
区
56

人
）
。

１
月
30
日

実
践
運
動
「
僧

侶
・
寺
族
研
修
会
」
。
講
師
・

井
上
見
淳
さ
ん
（
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
司
教
、
龍
谷
大
学
教
授
）

「
小
児
往
生
に
つ
い
て
考
え
る

～
江
戸
時
代
の
論
争
に
学
ぶ
～
」
。

参
加
者
27
人
。

２
月
１
日

２
０
２
４
年
度

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
（
和
歌
山
組
・

和
歌
山
東
組
・
和
歌
山
西
組
・

和
歌
山
北
組
・
海
草
組
・
伊
那

組
）
門
信
徒
総
研
修
会
〈
聞
法

の
集
い
〉
。
講
師
・
野
村
淳
爾

さ
ん
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総

合
研
究
所
研
究
員
）
。
参
加
者

28
人
。

３
月
７
日

教
区
門
徒
総
代

会
「
鷺
森
別
院
清
掃
奉
仕
」
。

参
加
者
38
人
。

３
月
８
日

第
３
連
区
門
徒

推
進
員
実
践
運
動
研
修
会
（
和

歌
山
教
区
担
当
）
。
講
師
・
中

川
大
城
さ
ん
（
奈
良
教
区
葛
城

北
組
無
量
寺
）
「
『
念
仏
者
の

生
き
方
』
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
る
～
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を

依
り
ど
こ
ろ
に
生
き
る
～
」
。

参
加
者
83
人
（
和
歌
山
教
区
13

人
）
。

２
月
23
日

ビ
ハ
ー
ラ
サ
ロ

ン
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
ひ
だ

ま
り
」
。
４
月
３
日
、
６
月
５

日
、
８
月
７
日
に
も
開
催
。

４
月
21
日

勤
式
講
習
会
。

参
加
者
３
人
。
５
月
19
日
（
参

加
者
１
人
）
、
７
月
17
日
（
７

人
）
に
も
開
催
。

５
月
13
～
16
日

二
尊
会
。

講
師
・
石
﨑
博
敍
さ
ん
（
大
阪

教
区
天
野
南
組
大
円
寺
）
。

５
月
18
日

初
参
式
。
受
式

者
２
人
。

５
月
18
日

宗
祖
降
誕
会
。

講
師
・
岡
藤
こ
こ
ろ
さ
ん
（
大

阪
教
区
石
川
南
組
観
念
寺
）
。

６
月
20
～
22
日

得
度
講
習

会
・
考
査
。
参
加
者
３
人
（
得

度
考
査
４
人
）
。

６
月
27
日

実
践
運
動
「
人

権
啓
発
僧
侶
研
修
会
」
。
映
画

『
か
づ
ゑ
的
』
上
映
。
参
加
者

20
人
。

７
月
９
日

第
32
回
平
和
を

希
う
念
仏
者
の
集
い
～
全
戦
没

者
追
悼
法
要
～
。
講
師
・
北
氏

緋
紗
さ
ん
（
和
歌
山
北
組
教
願

寺
前
住
職
）
、
同
・
内
田
孝
さ

ん
（
和
歌
山
組
本
弘
寺
門
徒
）
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
中
田
三

恵
さ
ん
（
伊
那
組
教
善
寺
住
職
）

「
戦
争
体
験
を
聞
く
」
。
参
拝

者
１
４
０
人
。

(5) 2025年(令和7年)10月1日 第136号 第136号 2025年(令和7年)10月1日 (8)

2023(令和５)年度
本願寺鷺森別院一般会計歳計決算

2023(令和５)年４月１日
～2024(令和６)年３月31日

歳入の部

款 費 目 決算額 説 明

１ 懇志 8,881,371 各種懇志

２ 回付金 3,755,221 特別会計・教区会計より回付

３ 各種交付金 32,000 教化助成費等

４ 維持費 4,146,970 別院護持費等

５ 負担金 25,167,200 人件費負担金(教区・幼稚園より)

６ 雑収入 1,960,184 施設使用懇志等

７ 前年度繰越金 17,232,212 2022年度より繰り越し

合 計 61,175,158

歳出の部

款 費 目 決算額 説 明

１ 法務費 2,063,279 荘厳費、法要費

２ 教化費 1,035,740 常例布教・各種教化費

３ 事務費 30,302,847 人件費、水道光熱費等

４ 会議費 10,591 責任役員・総代会費

５ 維持費 4,753,141 営繕費、保険料

６ 積立金 1,000,000 営繕積立金、退職積立金

７ 予備費 50,000

合 計 39,215,598
※歳入合計から歳出合計を差し引いた21,959,560円は2024年度へ繰り越し

（円）

（円）

2023(令和５)年度
和歌山教区一般会計歳計決算

2023(令和５)年４月１日
～2024(令和６)年３月31日

款 費 目 決算額 説 明

１ 教区賦課金 32,447,477 教区賦課金

２ 宗派交付金 1,923,040 各種宗派助成金

３ 願記手数料 936,500 願記手数料（教区分）

４ 回付金 0

５ 雑収入 1,321,049 冊子売上金、預金利息等

６ 繰越金 2,834,208 2022年度より繰り越し

合 計 39,462,274

款 費 目 決算額 説 明

１ 実践運動推進費 5,702,347 実践運動関係費、組助成費等

２ 会議費 314,347 教区会・組長会、その他会議費

３ 宗会選挙事務費 0 選挙管理委員会開催費

４ 教務所費 23,375,488 人件費、事務費、負担金

５ 維持費 2,943,440 水道光熱費、維持管理費

６ 回付金 560,000 各種特別会計へ回付

７ 予備費 58,040

合 計 32,953,662
※歳入合計から歳出合計を差し引いた6,508,612円は2024年度へ繰り越し

歳入の部

歳出の部

（円）

（円）

款 費 目 決算額 説 明
１ 懇志 10,497,122 各種懇志
２ 回付金 6,888,000 特別会計・教区会計より回付
３ 各種交付金 0 教化助成費等
４ 維持費 4,167,570 別院護持費等
５ 負担金 29,167,200 人件費負担金(教区・幼稚園より)
６ 雑収入 1,022,823 施設使用懇志等
７ 前年度繰越金 21,959,560 2023年度より繰り越し

合 計 73,702,275

款 費 目 決算額 説 明
１ 法務費 3,153,383 荘厳費、法要費
２ 教化費 1,481,288 常例布教・各種教化費
３ 事務費 42,415,428 人件費、水道光熱費等
４ 会議費 23,600 責任役員・総代会費等
５ 維持費 12,366,409 営繕費、保険料等
６ 積立金 2,000,000 営繕積立金・退職積立金へ回付
７ 回付金 1,500,000 教区一般会計へ回付
８ 予備費 0

合 計 62,940,108

2024(令和６)年度
本願寺鷺森別院一般会計歳計決算

歳入の部

歳出の部

2024(令和６)年４月１日
～2025(令和７)年３月31日

※歳入合計から歳出合計を差し引いた10,762,167円は2025年度へ繰り越し

2024(令和６)年度
和歌山教区一般会計歳計決算

2024(令和６)年４月１日
～2025(令和７)年３月31日

款 費 目 決算額 説 明

１ 教区賦課金 31,813,263 教区賦課金

２ 宗派交付金 2,403,220 各種宗派助成金

３ 願記手数料 854,000 各種教区願記手数料

４ 回付金 4,500,000

５ 雑収入 2,136,603 冊子売上金、預金利息等

６ 繰越金 6,508,612 2023年度より繰り越し

合 計 48,215,698

款 費 目 決算額 説 明

１ 実践運動推進費 7,374,971 実践運動関係費、組助成費等

２ 会議費 686,891 教区会・組長会、その他会議費

３ 宗会選挙事務費 109,574 選挙管理委員会開催費

４ 教務所費 28,539,644 人件費、事務費、諸費等

５ 維持費 2,658,000 水道光熱費、維持管理費

６ 回付金 4,750,000 各種特別会計等へ回付

７ 予備費 49,351

合 計 44,168,431

歳入の部

歳出の部

（円）

（円）

※歳入合計から歳出合計を差し引いた4,047,267円は2025年度へ繰り越し

（円）

（円）

和
歌
山
教
区
少
年
連
盟
（
山

本
行
圓
委
員
長
）
で
は
７
月
29

日
か
ら
30
日
（
１
泊
２
日
）
、

教
内
寺
院
門
信
徒
の
子
弟
な
ど

５
歳
か
ら
13
歳
の
お
子
さ
ん
79

人
と
引
率
者
18
人
が
大
型
バ
ス

２
台
で
「
第
50
回
児
童
念
仏
奉

仕
団
」
と
し
て
京
都
・
西
本
願

寺
へ
。
初
日
は
御
影
堂
の
畳
の

雑
巾
が
け
な
ど
の
清
掃
奉
仕
を

し
た
ほ
か
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に

参
加
。
２
日
目
は
お
晨
朝
参
拝

に
始
ま
り
、
大
谷
光
淳
門
主
と

の
ご
面
接
・
記
念
撮
影
も
。
帰

り
は
京
都
水
族
館
を
見
学
し
た
。

和
歌
山
東
組
（
林
博
行
組
長
）

で
は
８
月
20
日
、
組
内
の
各
寺

院
か
ら
同
組
玄
通
寺
（
和
歌
山

市
太
田
）
へ
と
持
ち
寄
ら
れ
た

食
品
や
日
用
品
な
ど
を
児
童
養

護
施
設
・
旭
学
園
（
和
歌
山
市

冬
野
）
へ
届
け
た
。

こ
れ
は
同
組
が
実
践
運
動
の

一
環
と
し
て
２
０
２
３
年
（
令

和
５
）
８
月
21
日
か
ら
展
開
し

て
い
る
「
お
供
え
の
お
す
そ
わ

け
」
活
動
。
児
童
養
護
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
を

支
援
す
る
た
め
、
お
寺
に
お
供

え
と
し
て
頂
く
物
に
余
裕
が
あ

れ
ば
、
〝
お
す
そ
わ
け
〟
と
し

て
提
供
し
よ
う
と
始
め
ら
れ
た

も
の
で
、
初
回
以
降
、
年
末
、

春
の
お
彼
岸
明
け
、
お
盆
明
け

と
年
３
回
の
活
動
を
続
け
、
今

度
で
７
回
目
。

今
回
届
け
た
の
は
、
野
菜

（
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
）
、
果
物
、

ス
イ
カ
、
そ
う
め
ん
、
菓
子

（
ク
ッ
キ
ー
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ

ス
な
ど
）
、
フ
ル
ー
ツ
缶
、
ジ
ュ
ー

ス
、
カ
ル
ピ
ス
、
調
味
料
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
（
写
真
）
。

和
歌
山
組
（
得
中
茂
組
長
）

で
は
７
月
20
日
、
第
８
期
連
研

（
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研
修

会
）
の
最
終
と
な
る
12
回
目
の

研
修
と
修
了
式
を
鷺
森
別
院
本

堂
で
行
っ
た
。

同
組
で
は
第
７
期
連
研
を
２

０
１
９
年
（
平
成
31
）
３
月
９

日
に
終
え
た
が
、
折
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
約
４
年
半

は
休
止
。
よ
う
や
く
２
０
２
３

年
（
令
和
５
）
９
月
17
日
に
第

８
期
を
ス
タ
ー
ト
し
、
２
カ
月

に
一
度
の
研
修
を
12
回
重
ね
、

こ
の
日
を
迎
え
た
。

研
修
で
は
連
研
中
央
講
師
の

石
﨑
博
敍
さ
ん
（
堺
市
大
円
寺

住
職
）
が
「
門
徒
推
進
員
中
央

教
修
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

義
。
受
講
者
は
西
本
願
寺
で
の

中
央
教
修
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
視
聴
し
、
関
心
を
深
め
た
。

修
了
式
で
は
28
人
が
得
中
茂

組
長
か
ら
修
了
証
を
受
け
取
り
、

「
ご
本
山
で
３
泊
４
日
の
中
央

教
修
を
受
け
ら
れ
、
ぜ
ひ
門
徒

推
進
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
、
得
中
組
長
か
ら
激
励
を
受

け
た
。

本
山
で
清
掃
奉
仕

第
50
回
児
童
念
仏
奉
仕
団

旭
学
園
に
「
お
供
え
の
お
す
そ
わ
け
」
届
け
る

第
８
期
連
研
終
え
る

和歌山組

和歌山東組



昨
年
11
月
24
、
25
両
日
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
の
「
親
鸞
聖

人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開

り
っ
き
ょ
う
か
い

宗

８
０
０
年

慶

讃
法
要

本

し
ゅ
う

き
ょ
う
さ
ん

願
寺
鷺
森
別
院
本
堂
再
建

周

さ
い
こ
ん

年
記
念
法
要
」
は
、
升
巴
信

ま
す

と
も

し
ん

隆

輪
番
が
導
師
を
務
め
、
教

り
ゅ
う

区
内

組
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人

そ

と
有
志
僧
侶
数
人
が
出
勤
、
雅

楽
の
演
奏
も
加
わ
り
、
盛
大
に

勤
め
ら
れ
た
。

お
勤
め
は
「
新
制

御
本
典

ご

ほ
ん
で
ん

作
法
・
第
一
種
」
。
一
昨
年
ご

本
山
で
の
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０

年
慶
讃
法
要
」
の
た
め
に
新
た

に
制
定
さ
れ
た
お
勤
め
で
、
唱

読
す
る
お
言
葉
は
す
べ
て
「
御

本
典
」
と
呼
ば
れ
る
親
鸞
聖
人

の
著
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
根
本

聖
典
『
顕

浄

土
真
実

教

行

け
ん
じ
ょ
う

ど

し
ん
じ
つ
き
ょ
う
ぎ
ょ
う

証

文
類
』
（
教

行

信
証
）
か

し
ょ
う
も
ん
る
い

き
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

ら
取
ら
れ
、
節
は
、
日
本
の
声

し
ょ
う

明
の
源
流
で
あ
る
大
原
声
明

み
ょ
う

お
お
は
ら

（
魚
山
声
明
）
の
節
回
し
が
積

ぎ
ょ
ざ
ん

極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
正
信
念
仏
偈
」
の
部
分
も

普
段
お
勤
め
す
る
草
譜
や
行
譜

そ
う

ふ

ぎ
ょ
う

ふ

と
は
ま
っ
た
く
違
う
「
和
讃
譜
」

わ

さ
ん

ふ

と
い
う
新
し
い
節
の
た
め
、
法

要
に
出
勤
す
る
僧
侶
に
と
っ
て

は
大
き
な
挑
戦
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
昨
年
９
月
５
日
と

10
月
３
日
の
教
区
勤
式
講
習
会

に
お
い
て
「
新
制

御
本
典
作

法
」
の
講
習
を
行
っ
た
ほ
か
、

伊
那
組
で
も
10
月
17
日
、
同
組

の
希
望
で
同
様
の
講
習
会
を
。

別
院
職
員
も
10
月
３
日
か
ら
11

月
22
日
ま
で
16
回
（
１
回
２
人

ず
つ
）
も
の
お
勤
め
の
自
主
練

習
を
重
ね
、
当
日
に
臨
ん
だ
。

そ
の
か
い
も
あ
り
、
法
要
で

は
新
鮮
で
厳
か
な
お
勤
め
の
響

き
が
本
堂
を
彩
っ
た
。
初
日
は

81
人
、
２
日
目
は
73
人
が
参
拝
。

法
要
の
あ
と
は
記
念
講
演
。

初
日
は
、
真
宗
史
に
詳
し
く

『
雑
賀
一
向
一
揆
と
紀
伊
真
宗
』

（
法
蔵
館
）
の
著
書
も
あ
る
武た

け

内
善
信
さ
ん
（
和
歌
山
市
小
豆

う
ち
よ
し
の
ぶ

島
・
善
勝
寺
住
職
、
元
和
歌
山

市
立
博
物
館
主
任
学
芸
員
）
に

よ
る
「
紀
伊
真
宗
と
鷺
森
御
坊

ご

ぼ
う

の
歴
史
」
。

武
内
さ
ん
は
、
紀
州
に
は
浄

土
真
宗
の
な
か
で
も
仏
光
寺
教

団
と
本
願
寺
教
団
の
浄
光
寺
が

先
に
進
出
し
て
い
た
こ
と
に
触

れ
な
が
ら
、
１
４
８
６
年
（
文

明
18
）
の
蓮
如
上
人
の
紀
州
来

訪
で
清
水
（
海
南
市
冷
水
）
に

初
め
て
で
き
た
本
願
寺
直
末
の

じ
き
ま
つ

道
場
が
鷺
森
別
院
の
起
源
と
な

り
、
黒
江
、
御
坊
山
（
秋
葉
山
）

ご

ぼ
う
や
ま

を
経
て
１
５
６
３
年
（
永
禄
６
）

に
現
在
地
に
落
ち
着
く
ま
で
の

歴
史
と
、
本
堂
な
ど
の
堂
宇
の

変
遷
に
つ
い
て
話
し
た
。

２
日
目
は
、
宗
教
学
者
で
相

愛
大
学
学
長
の
釈
徹
宗
さ
ん

し
ゃ
く
て
っ
し
ゅ
う

（
大
阪
府
池
田
市
・
如
來
寺
住

職
）
が
「
親
鸞
聖
人
の
生
涯
に

学
ぶ
」
と
題
し
て
記
念
講
演
。

釈
さ
ん
は
、
親
鸞
聖
人
の
晩

年
に
注
目
。
83
歳
以
降
、
老
い

を
実
感
さ
れ
る
な
か
で
、
火
事

に
遭
い
、
ま
た
息
子
さ
ん
と
絶

縁
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
な
ど

の
厳
し
い
境
遇
に
あ
り
な
が
ら
、

84
歳
か
ら
85
歳
に
か
け
て
師
で

あ
る
法
然
聖
人
の
言
行
録
『
西さ

い

方
指
南
抄
』
を
ま
と
め
ら
れ
、

ほ
う

し

な
ん
し
ょ
う

歳
で
『
正
像
末
和
讃
』
を
書

し
ょ
う
ぞ
う
ま
つ

か
れ
た
の
は
、
と
て
も
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
。
親
鸞
聖
人
は

「
表
現
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て

厳
し
い
晩
年
を
生
き
抜
か
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
話
し
た
。

初
日
は
「
帰

敬

式
（
お
か

き

き
ょ
う
し
き

み
そ
り
）
」
が
午
前
９
時
か
ら

と
11
時
か
ら
本
堂
で
執
り
行
わ

れ
、
１
回
目
は
65
人
、
２
回
目

は
１
４
８
人
、
合
わ
せ
て
２
１

３
人
が
受
式
。

受
式
者
は
カ
ー
テ
ン
を
閉
め

切
っ
て
暗
く
し
た
本
堂
で
、
仏
・

法
・
僧
（
教
団
）
と
い
う
「
三さ

ん

宝
」
に
帰
依
し
、
大
谷
光

淳

ぼ
う

こ
う
じ
ゅ
ん

門
主
の
お
手
代
わ
り
で
あ
る
平

川
正
信
さ
ん
か
ら
剃
髪
に
な
ぞ

ら
え
て
頭
に
三
度
お
か
み
そ
り

を
頂
き
、
仏
弟
子
と
し
て
の
名

前
で
あ
る
法
名
を
授
か
っ
た
。

ほ
う
み
ょ
う

両
日
と
も
法
要
に
先
立
ち
、

教
区
内
の
寺
院
女
性
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
迦

陵

頻
伽

か

り
ょ
う
び
ん

が

さ
ぎ
の
も
り
」
が
『
み
ん
な
花

に
な
れ
』
を
歌
い
上
げ
た
ほ
か
、

記
念
布
教
と
し
て
野
瀬

妙

恵

の

せ

み
ょ
う
け
い

さ
ん
（
滋
賀
県
彦
根
市
・
清
徳

寺
）
が
約
20
分
の
法
話
。

終
了
に
際
し
て
は
両
日
と
も

和
歌
山
教
区
法
要
委
員
会
委
員

長
の
中
田

周

敬
さ
ん
（
海
南

な
か

た

し
ゅ
う
け
い

市
下
津
町
・
德
應
寺
住
職
）
が

あ
い
さ
つ
。

「
８
５
０
年
前
に
親
鸞
聖
人

が
お
生
ま
れ
に
な
ら
な
か
っ
た

ら
、
８
０
０
年
前
に
親
鸞
聖
人

が
浄
土
真
宗
を
お
開
き
に
な
ら

な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
お
念

仏
の
教
え
に
遇
う
こ
と
が
な
か
っ

あ

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と

を
思
う
と
き
、
こ
の
た
び
の
法

要
は
、
非
常
に
深
い
意
味
の
あ

る
ご
縁
で
あ
っ
た
と
思
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
話
し
た
。

境
内
で
は
「
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
」

が
ピ
ザ
を
、
「
雑
貨
と
珈
琲
ま

め
ど
き
」
が
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
、

和
歌
山
刑
務
所
の
キ
ャ
ピ
ッ
ク

展
も
開
か
れ
、
に
ぎ
わ
っ
た
。
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練
習
重
ね
、
新
し
い
お
勤
め
に
挑
戦

初日は武内善信さん㊨、２日目は釈徹宗さん㊧が記念講演

にぎわう境内

法
要
の
記
念
事
業
と
し
て
、

老
朽
化
が
進
み
水
漏
れ
箇
所
も

発
生
し
て
い
た
鷺
森
別
院
内
の

ト
イ
レ
（
１
階
男
性
用
・
女
性

用
・
多
目
的
、
１
階
輪
番
室
）

の
改
修
工
事
を
昨
年
10
月
１
日

か
ら
11
月
５
日
ま
で
行
っ
た
。

４
社
入
札
の
結
果
、
正
真
建
設

せ
い
し
ん

株
式
会
社
（
和
歌
山
市
出
口
中

ノ
丁
33
）
が
１
３
０
０
万
円
で

施
工
。

こ
れ
に
併
せ
て
本
堂
と
建
物

内
の
一
部
改
修
工
事
を
鷺
森
別

院
一
般
会
計
の
営
繕
費
に
よ
っ

て
行
っ
た
。

本
堂
は
こ
れ
ま
で
畳
敷
き
だ
っ

た
外
陣
（
参
拝
席
）
を
タ
イ
ル

げ

じ
ん

カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
き
に
改
修
し
、

イ
ス
を
設
置
。
こ
れ
に
よ
り
履

物
を
は
い
た
ま
ま
参
拝
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

ご
本
尊
を
安
置
し
て
い
る
本

堂
内
陣
、
ま
た
内
陣
両
側
の
余

な
い
じ
ん

よ

間
、
内
外
陣
と
い
う
参
拝
席
よ

ま

う
ち

げ

じ
ん

り
一
段
高
い
場
所
は
従
来
通
り

畳
敷
き
だ
が
、
す
べ
て
の
畳
を

張
り
替
え
た
。

そ
の
工
事
と
し
て
、
本
堂
外

陣
の
畳
撤
去
と
91
枚
の
畳
の
張

り
替
え
は
、
３
社
入
札
の
結
果
、

山
哲
畳
商
店
（
和
歌
山
市
島
崎

町
１
丁
目
83
）
が
１
１
５
万
８

８
７
２
円
で
請
け
負
い
、
昨
年

９
月
24
日
か
ら
11
月
１
日
ま
で

作
業
を
行
っ
た
。

外
陣
の
畳
を
撤
去
し
た
あ
と

に
床
板
を
張
り
、
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
を
敷
く
工
事
に
つ
い
て

は
、
３
社
入
札
の
結
果
、
い
く

お
工
務
店
株
式
会
社
（
紀
の
川

市
竹
房
７
７
９
）
が
、
昨
年
10

月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
２
０
０

万
円
で
施
工
。

さ
ら
に
、
別
院
１
階
ホ
ー
ル
・

会
議
室
・
ロ
ビ
ー
・
廊
下
、
階

段
（
２
カ
所
）
な
ど
別
院
利
用

者
が
目
に
す
る
ほ
と
ん
ど
の
場

所
の
壁
紙
の
張
り
直
し
と
、
ホ
ー

ル
・
会
議
室
の
床
に
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
を
敷
く
工
事
に
つ
い
て

は
、
４
社
入
札
の
結
果
、
ク
ロ

ス
エ
ス
（
和
歌
山
市
新
通
１
丁

目
27
）
が
昨
年
10
月
15
日
か
ら

11
月
５
日
ま
で
３
５
５
万
円
で

作
業
に
当
た
っ
た
。

記
念
事
業
の
た
め
和
歌
山
教

区
内
各
寺
院
あ
て
に
１
カ
寺
５

万
円
以
上
（
住
職
懇
志
１
万
円

含
む
）
の
懇
志
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ
、
昨
年
８
月
15
日
か
ら
今

年
３
月
31
日
ま
で
の
受
付
期
間

に
、
１
８
０
カ
寺
（
65
％
）
と

個
人
12
人
、
３
団
体
か
ら
合
わ

せ
て
１
１
１
１
万
８
５
０
０
円

の
進
納
を
頂
い
た
。

１
階
ト
イ
レ
改
修
工
事
（
昨
年
10
月
17
日
）

本
堂
に
床
板
を
張
り
付
け
（
昨
年
10
月
７
日
）

教
区
内
寺
院
に

懇
志
を
依
頼

本
堂
外
陣
を
刷
新
、
記
念
事
業
で
ト
イ
レ
改
修

左
記
の
組
と
一
般
寺
院
で
も

「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
」

が
勤
め
ら
れ
た
（
寺
院
は
９
月

15
日
ま
で
に
組
か
ら
報
告
分
）
。

▼
海
草
組
（
長
谷
川
義
昭
組

長
※
当
時
）
＝
２
０
２
３
年

（
令
和
５
）
７
月
８
日
、
会
場
・

同
組
報
徳
寺
（
和
歌
山
市
井
ノ

口
）
。

▼
有
田
南
組
（
雜
賀
聰
組
長

※
当
時
）
＝
２
０
２
３
年
（
令

和
５
）
９
月
９
日
、
会
場
・
き

び
ド
ー
ム
（
有
田
郡
有
田
川
町
）
。

▼
海
南
組
（
加
藤
義
秀
組
長

※
当
時
）
＝
２
０
２
３
年
（
令

和
５
）
11
月
19
日
、
会
場
・
同

組
淨
國
寺
（
海
南
市
黒
江
）
。

▼
紀
南
組
（
眞
田
陵
組
長
）

＝
２
０
２
４
年
（
令
和
６
）
11

月
16
日
、
会
場
・
同
組
浄
行
寺

（
田
辺
市
紺
屋
町
）
。

▼
日
高
別
院
・
御
坊
組
（
青

木
和
教
組
長
）
＝
２
０
２
４
年

（
令
和
６
）
12
月
８
日
、
会
場
・

日
高
別
院
（
御
坊
市
御
坊
）
。

▼
和
歌
山
東
組
（
林
博
行
組

長
）
＝
２
０
２
５
年
（
令
和
７
）

７
月
６
日
、
会
場
・
鷺
森
別
院
。

▼
伊
那
組
大
光
寺
（
藤
範
雅

史
住
職
）
＝
２
０
２
４
年
（
令

和
６
）
５
月
25
日
、
会
場
・
同

寺
院
（
橋
本
市
高
野
口
町
）
。

▼
伊
那
組
教
楽
寺
（
藤
範
雅

史
住
職
代
務
）
＝
２
０
２
４
年

（
令
和
６
）
５
月
25
日
、
会
場
・

同
寺
院
（
橋
本
市
高
野
口
町
）
。

▼
和
歌
山
組
専
養
寺
（
佐
々

木
敏
宏
住
職
）
＝
２
０
２
４
年

（
令
和
６
）
11
月
９
日
、
会
場
・

同
寺
院
（
和
歌
山
市
新
魚
町
）
。

あいさつする
中田周敬さん

升巴信隆輪番

記念布教を行う
野瀬妙恵さん

迦陵頻伽さぎのもりのコーラス

30

14

86

組
や
寺
院
単
位
で
も

慶
讃
法
要
勤
め
る




